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実践報告
自開スペクトラム症児における状況に応じた感矯諾の選択指導
襲麗媛キ・ j可南佐和1手打・真名瀬 陽平*・野呂 文行*
ASD児は他者や自己の感情を言語化することに困難さがあることが知られている。
本研究の目的は、感情誌の表出がみられないASDの男児 1名に対し、刺激等価性の
枠組みを用いて、 4種類の状況に応じた自己感情話(嬉しい、悲しい、怒る、ぴ、っくり)
を指導することの有効性を評価した。さらに、実l祭場面でも適切に感情話を表出でき
るかどうか検討した。刺激等制性は、参加児が主人公となる状況文とその動画、参加
児の表清写真、そして感'Ií~:語の文字の 4 刺激で構成された。等価関係のプレテストに
基づき、状況文から感情誌を選択する指導を実施した。指導後に再度テストをした結
果、直接指導をしていない状況動画から感情話及び表情写真のぞ宇和li関係が成立した。
また実際場面での評価を行ったところ、それぞれの状況に応じた感情話を言語化する
ことが可能だった。本研究の結果は、 I~I 己感情誌の習得における刺激等fîllî性の枠組み
の有効性という観点から考察された。
キー・ワード: 1~IIUj スペクトラム症 自己感情 刺激等価Ii性
I.問題の所在と目的
自問スペクトラム症児(以下、 ASD児とI各す)
において、他者の表情からその感情を理解する
ことの嵐長n~ さが、定型発達児や他の障害のある
児童との比較研究において指摘されてきた
(川7allace，Coleman， & Bailey， 2008; Weeks & 
Hobson， 1987) 0 また、ASD児は“内的"な事象、
すなわち「楽しかったJ1び、っくりしたjといっ
たような“自分の気持ち"を他者に報告するこ
とにも国難さがあると言われているゆIJI33・山
本， 1991)。以|二のように、 ASD児においては、
他者・自己の感情を弁別・表出することに難し
さがある。しかし、自分の感情を理解し、適切
に表出することができなければ、結果としてそ
の感情への対処方略を学習できない状態に陥
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り、周囲からすると突然の感情の爆発に見える
問題行動につながる場合があると考えられ、
ASD児の自己感情理解を促す実践が求められ
ている(別府， 2009)。
ASD児が自己!自情のような“内 1~10"事象を
表出することに困難を抱える理由として、状況
に応じて適切な感情認をラベリングすることを
学習できていない可能性が挙げられる。例えば、
“i均的"事象を他者に報告することを指導目標
とした例目・ 1-1本 (1991) は、“気持ち"に関
する詩集を全く表出しなかった児童に対して、
「気持ち報告の集中訓練jとして文字カードを
見本刺激とした感情認の表現のトレーニングを
行った。その結果、活動を行った後に自らの感
情を表出する様子が見られるようになった。こ
の研究から、自分の感情を全く表出することが
できない対象児・者には、表現の弁別指導が必
要であると考えられる。そのため、どのような
状況の持にどのような感情話がラベリングされ
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るのか、襟的行動を明確にした指導が必要だと
考えられる。
感情誌の指導としてこれまで、に有効性が示さ
れてきた方法に、刺激等価性の枠組み (Sidman，
1971) を用いたものがある (Noro，2005;島宗・
細畠， 2008)0例えば、 Noro(2005) はASD児
を対象に、表情の線画と感情語、その感情が生
起し得る場面のイラストの3者向について、場
面のイラストから表情の線画を選択する指導と
表情の線画から感情誌を選択する指導を行っ
た。その結果、この 3 者 li'~J に刺激等備性が成立
した。また、直接指導を行わなかった状況文か
ら仁!頭での感情話の表出する課題や表情写真か
ら感情語の選択する課題においても、指導効果
が得られたことが報告された。また、島宗・細
畠 (2008) は、 2名のASDの傾向のみられた発
達障害児に対して、表情f!!Ii、カードによる感情
話選択、音声による感情語表出、カードによる
状況文の提示と音声による状況文の提示の5者
を選定し、このうちカードによる状況文の提示
によって適切に音声で感情語を表出する指導を
行ったD その結果、 i直接指導を行わなかった他
の関係性においても指導の効果が得られ、刺激
等価性が成立したことを報告した。これらの研
究から、刺激等1ili性の枠組みを用いて感情話を
指導することで、等官lIi関係が成立している刺激
クラスが把慌でき、既に獲得している等価関係
を活用することでより少ないトレーニングで未
成立の刺激クラス li~Jへの刺激性制御の転移が可
能だと考えられる。
こうした刺激等価性の枠組みを月?いたASD
児への感情話指導では、他者感情を中心にどの
ような刺激I}jで、刺激等f1I1I性が成立するのかを検
討しているものが多く克られる(松田・山本，
2014; Noro， 2005;島宗・科目畠， 2008;高橋・高橋・
野呂， 2006)。その一方で、対象児自らが体験・
経験したことに対して感情を言語化して表出す
ることを指導目標とした研究は見当たらないD
自分自身の表矯や感情を理解するためには、ど
のような場面でどのような感情なのかを理解で
きることが必要であると考えられる(別府，
2009;菊池， 2004)。しかしながら、刺激に対象
児の姿を反映させた実践は見当たらず、調査研
究において刺激文の主語を参加児のものにする
(例えば、 j長瀬・|荷村・井上， 2010;菊池， 2002 
など)に留まっている。
そこで、本研究では体験・経験したことにつ
いて、自己の感'1育を弁別し言語化して表出する
ことが困難であった1名のASD児を対象に、松
田・山本 (2014)で用いられた刺激等{!lI性の枠
組みを参考に対象児自身の動画や写真、主語を
用いた文を使用し、場面に応じた自己感情を弁
別する指導を行う。こうした指導を行う中で、
松田・山本 (2014) で用いられた刺激等価性の
枠組みが自己感情においても成立するのかを評
価を行い、自己感情理解について刺激等価牲の
観点から考察することを目的とする D
L 方法
1 .対象見
研究開始時、公立小学校特別支援学級に在籍
する 3年生の男児(以下、 A児)を対象とした。
A児は指導 I}f.l~台前からコミュニケーションの
遅れ、衝動性の高さといった保護者の主訴があ
り、 B大学の相談室を小学校 1年生時から利用
していた。医療機関において、広汎性発達障害
と1=1::1度精神遅滞の診断を受けていた(以下、
DSM-5に別り、自閉スペクトラム症・知的発
達症と表記する)。生活年齢8歳10ヶ月の際に
実施した田中ピネ一知能検査Vでは、 IQ63(精
神年齢5j設7ヶ月)を示した。 A児のコミュニ
ケーションの特鍛として、簡単な質問応答がで
きるものの、複雑な言語指示の理解の難しさや
3語文以上の文を表出しないなどの遅れも見ら
れた。一方で、指導者や保護者など他者と活動
した直後に「どうだ、った?J iどんな気持ち ?J
「うれしい?JなどA児に自身の気持ちを尋ね
ると、エコーイックが見られた。また、何か嫌
な体験(弟におもちゃをとられる、ゲームで負
けるなど)をした後に、他者に自分の気持ちに
ついて感情話を用いて伝えることが難しく、走
り@るなどの逸JJ~行動が見られていた。
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2.倫理的配慮
保護者に対して、研究の目的・内容を口頭と
文書で説明し、同意を得てから教材を作成し、
プレテストを実施した。また、研究成果を公表
するにあたり、保護者から了承を得た。
3.刺激等個性の枠組み
指導目標は、自分が体験したことに対して
「どんな気持ち?Jと尋ねられた際に、「うれし
い」などの感情諾を音声で答えることとした。
指導目標を成立させるため、松田・)JJ本 (2014)
を参考に必要な刺激クラス(表情写真、感情語、
状況文、状況動画)を選定し、それらの関係性
を刺激等価性の観点から整理した。 状況文と感
情話については、視覚刺激の文字カードを刺激
クラスと捉えた。
4.指導に用いた感情語と状況
本指導では、[うれしいjrかなしいJrおこるj
fひ、っくり jを感靖認として取りとげたD 指導
前に保護者にA児がそれぞれの感情を表出する
場面について、 liJき取り調査を行ったO その際、
『歩いている時、生き物が突然現れたらびっく
りするj、『弟に物をとられたら怒るjといった
具体的なエピソードが得られた。それらのエピ
ソードに基づき、大学場面で再現可能な物品と
人物に変更して、可能な限り類似した場面を設
定した。その結果、以下の4つの状況文 rA児
が絵本を読んでいるoJr A児の出会本がなくなっ
たojr A児の絵本を友達にとられた。jrA児が
絵本を読んでいるとき、突然虫が出てきた。J
を作成し、諜題に使j召した。
5.各刺激クラスの定義と教材
本指導で用いた①表情写真、②感情語、③状
況文と④状況動画はそれぞれA児が実際に行っ
たもの、経!検したことのあるものを教材として
用いた。①表靖写真は、 A児が実際にそれらの
感情を示した場面を損り、 L判写真用紙に印刷
した。②感情語は、それぞれ5cmx 10cmの告
紙に黒字でひらがなを用いて表記した。③状況
文は、 7cm x 25cmの白紙に黒字でひらがなを用
いて表記した。④状況動画は、指導に用いた状
況を実際にA児が経験した際の様子をビデオで
持影し、各場面が8秒程度で提示されるように
編集した。また、 A児の表情は写らないように
作成した。
6.期間および場面
B大学内のプレイルームで、 x年の 9月~
x+ 1年の 3月の 7か月間実施したD 避に I巨!、
15分から20分程度実施した。指導は机!こで行
い、動画を提示するl祭にはパソコン(以下、
PC) とモニターを用いた。文章、表情写真や
感情語はそれぞれ印刷、ラミネート加工して
カードにし、 A4サイズのホワイトボードに
!~占って提示した。
7. フレテスト
Fig. 1に示した各刺激問の関係性について、
A児の理解を測るためにプレテストを実施し
た。それぞれ8試行を 2ブロック実施した。そ
の結果、状況動画と状況文、表情写真と感情話
はそれぞれ等価関係が成立していた。一方で、
その他の刺激間の関係性が成立していなかっ
た。状況動聞から表情写真、感情認の関係性は
正反応率がそれぞれ25%、44-%と低い結果に
なった。 以上のことから、状況を視覚的に提示
された際には、言語化することができており、
自分の表情写真を感情認でラベリングすること
も可能であることが明らかになった。また、感
情認に合った状況を文章で選択することは可能
であった。一方、 1犬況から感情話を選択するこ
とは、状況を表す形態が映像、もしくは文章で
あっても正しい感情話を選択することに困難さ
が見られた。そのため、本研究では、プレテス
トの結果から、苦手さが見られた関係性の中で
より正反応率の高かった「状況文を読んで、状
況にあった感{古語を選f尺するj トレーニングを
行った。
8.標的行動
プレテストで明らかになった等価関係が未成
立である関係性のうち、「状況文を提示し、状
況にあった感情話の選択J(以下、状況文→感
情誌と表記する)を司iぱ:束課題とした口また、同
じく等価関係が未成立であった「状況動画を提
示し、状況にあった表矯写真の選択J(以下、
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状況動画→表情写真と表記する)と「状況動砲
を提示し、状況にあった感情話の選択J(以下、
状況動画→感情詰-と表記する)は刺激等価性の
テスト課題とした。 上記の3つの関係を標的行
動とした。各刺激間の等すlIi性の枠組みをFig.1 
に示した。
9. 指導手続き
1 )ベースライン期(以下、 BLと表記する): 
刺激クラス1M]の関係ごとに、各刺激クラスにつ
いて 8試行す、つ 2ブロック実施した。指導者が
課題刺激を提示した後、 4つの選択肢を提示し
選択反応を求めた。 正誤はフィードバックせ
ず、取り組みに対して rj頃張っているねJなど
と言語賞賛した。「状況文→感情話jでは指導
者が状況文カードを提示しA児に音読させた
後、「この1寺はA君どんな気持ち ?Jと音声で
質問し、 4種類の感情語のカードを提示して選
択を求めた。[状況動画→感情話jでは 1種類
の状況動画をPCとモニターを用いて提示し、
モニターを指さしながら、 fこの1寺はA君どん
な気持ち ?Jと音声で質問し、 4種類の感情語
のカードのI:!こ1から正しいものを選択するように
求めたo r;1一犬況動画→表情写真jではPCとモニ
ターを用いて状況動画を提示し、「この時は
00君どんな顔 ?Jと音声で質問し、 4種類の
表情写真の中から正しいものの選択を求めた。
2) r状況文→感情語j トレーニング(以下、
TR1と表記する):事前テストと同様の手続き
で刺激を提示した。 BLにおいて正反応率が
100%であった「うれしいJrかなしいjは各 1
試行ずつ、正反応率が0%であった「おこるj
fびっくり」は各3試行ずつ実施し、合計8試
行を 1ブロックとした。正反応であった場合は
「正解!すごいねリなどと言語賞賛した。誤
反応の場合は「違うよ o (状況文を読み上げ)
この時は、ぴ、っくりだよ」と修正した。その後、
再度刺激を提示し、正反応が自発的に生起する
まで繰り返し実施した。
3)プロープ 1(以下、 PRlと表記する): BL 
と同様の手続きで実施した。
4) r状況文→感情語」 トレーニング(以下、
TR2と表記する): TR1と同様の手続きであっ
たが、 1ブロックを 4種類の感情話をそれぞ、れ
2つずつ、討8試行とした。
5) プロープ2(以下、 PR2と表記する): BL 
とPR1と同様の手続きで実施した。
6)等価性テスト:トレーニング終わった後、
訓練しなかった標的行動の刺激間関係を事前テ
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1. I状況文→感情語」の指導結果
状況文→感情誌の指導読過をFig.2に示し
た。 BL期では、「うれしいjと「かなしい」に
ついて全て正反応が見られた。また、「び、っく
り」と「おこるjの状況文に対しては、「かな
しい」を選択する傾向が見られた。 TR1 の I~似合
後4ブロック司に全ての感情話の正答率が100
%になった。そのため、 PR1に移行したが、感
情語を全て「うれしいjと選択する様子が見ら
れた。そのため、 TR2を実施した。 TR2では
「かなしい」を選択することが求められる課題
のi際に、一度誤ったものを選択しようとするも
のの自己修正が見られたため、感情話を理解で
きていると判断した。そのため、 PR2に移行し、
正反応率100%という結果になった。
2.等価性テスト
Fig.3に未訓練刺激陣の等価性テストの結果
を示した。「状況動画→表情写真」の事前テス
トでは、「うれしいj しか正答できなかった。
また、「かなしいj、「びっくり」ゃ「おこるj
は「うれししづを選択する傾向が見られた。「状
況到uili→感情話jの事前テストにおいては、「う
れしいjが100%、「おこる」が75%の正反応
率を示した。「かなしいJと「び、っくり」は「う
れしい」を選択する傾向があった。「状況文→
ストと同掠の手続きでテストを実施した。
7)般イヒテスト:トレーニングの効果が実際
の場面においても般化するのかを評価するため
に実施した。指導にJ'liいた状況動ftlIiの場面が実
際に起こった捺に、その直後にA児に「どんな
気持ち ?Jと質問し、音声で回答を求めた。音
声で答えられないj長合は、 4つの感情話カード
を提示し選択を求めたD
10.従属変数
状況動画・状況文に応じて、正しく感情語を
選択することのできたかどうかを正反応率で示
した。正反)志率は IA児が正しく答えることが
できた回数/課題を提示した回数」に 100を乗
じて算出した。従属変数はセッション中、記録
者1名が対象児の選択行動を記録した。また、
ビデオで全セッションを記~~(した。
11，観察者間一致率
記録の信頼性は観察者間一致率によって評価
した。本研究に関わっていない大学続生 i名を
第2矧察者とし、正反応と誤反応、の基準を説明
した。そして、全セッションから30%のブロッ
クをランダムに抽出し、許制した。その後、観
察者と記録者の記録の一致試行数 (A)と不一致
試行数 (B)をA-:-(A+B)x 100の算出式により算
出した。その結果は92.5%であった。
PR2 TR2 PRl TRl BL 指導期
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感情話」の訓練を実施した後、 f状況動画→表 情写真Jと「状況動画→感情語」の事前テスト
情写真」と「状況動画→感情話」の正反応率は の成績が25%と44%であった。その後、「状況
全て100%を達成した。 文→感情語jの指導を行い、正反応、率100%を
次に、トレーニング期の前後の各刺激間の関 達成すると、「状況動画→表情写真・感情話」
係性について、 Fig.4に示した。「状況動画→表 の事後テストはどちらも 100%となった。
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Fig.4 各刺激間の指導前後の正反応率
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3.実際場面における評価
「状況文→感情話」の指導終了後、指導に用
いた状況場面を実捺にA児が体!検した特に、
「どんな気持ち ?Jと尋ねたD その結果、「うれ
しいJ、「かなしいJと「びっくりJの場面では
すぐに音声で正しい感情語を用いて質問に答え
ることができた。一方で、「おこるjの場面では、
実際に絵本をとられてしまった後に大きな戸を
出す、 IfJこうとするなどの行動が見られたD クー
ルダウンさせた後、気持ちを尋ねると「あばれ
た気持ち」と答える様子が見られた。そのため、
4種類の感情認の選択肢を呈示した。その結果、
「おこるjを正しく選択することができた。
五人考察
本研究では、自己の感情を弁別し言語化する
ことが閤難なASD児に対して、刺激等制Ji性の
枠組みを用いて感情語表出指導を行った。ト
レーニングでは、それぞれの感情が喚起される
様子を文字で記述し、参加児を主人公とした状
況文を見本刺激とし、文字で記された 4つの感
情話を比較刺激とした見本合わせ手続きを行っ
た。その結果、状況文を読み、その状況に適し
た!惑情誌を選択することが可能になったD また、
他の刺激間関係においても直接指導を行わなく
ても等価関係が成立し、刺激等制li性の成立が確
認された。さらに、指導と類似な場面において、
参加児にどのような気持ちか尋ねたところ、そ
れぞれ適切な感情語で答えることができたD
始めに刺激等価li性が成立した要因について、
考察を行う。本指導後に実施した般化テストよ
り、 i直接指導をしていない刺激クラス間で、等1il
関係が成立することが示された。すなわち、動
画から感情語、さらに動画から表情写真の選択
が可能になったむこれは推移律の関係が成立し
たと言える。実際の人物の動画と文字というモ
ダリティの速いはあったものの、その 2つの刺
激クラスの開に高い類似性があったため、推移
律の関係が直接指導を経ずに成立したと考えら
れた。つまり、状況文から動画へ刺激性制御が
転移したと考えられた。島宗・細畠 (2008)で
は文字から音声への転移だったが、本研究の結
果より、文字から動画への転移も可能であるこ
とカZ明らかとなった。
一方で本研究では、状況動画と感情認あるい
は表情写真の関係について対称律:の関係を検討
することができなかった。実施しなかった理由
は2つある。 1つは、本研究の目的が状況から
適切な感情を弁別可能になることであったた
め、反対の関係が成立することは重要な観点で、
はなかったと考えたためである。生活上、表情
写真や感情語から状況を選択することが求めら
れる場面はあまり想定できない。そのため、状
況を見本刺激とした関係で十分だと判断した。
2つ自は、実施上の理由で、動画を見本刺激と
して同時に呈示することが困難だったためであ
る。文字や写真が比較刺激となる場合、呈示が
!可1寺に可能である。しかし、動画で、は各刺激を
同1寺に呈示することが困難になる。これらの理
由から、今回は状況動画と感情話あるいは表情
写真の関係牲における対称律の関係を検討する
ことができなかった。しかし、刺激等価性の研
究の観点からは、指導の結果、等価関係が成立
したかを検討することが必要であると考えられ
る。今後、動画を比較刺激としたセッテイング
で評価を行うことが課題となる。
次に、場面iに応じた自己感情の弁別・言語化
について着目する。刺激等1il性に着目した研究
では他者感情が取り上げられていたが、本研究
の結果より刺激性制御の転移は自己感情におい
てもみられることが明らかとなった。このこと
から、自分の感情を表出することに困難さがみ
られる ASD児においても、刺激等1i1i性の枠組
みを用いた自己の感情語指導が有効で、あること
が示i凌されたO
また、実際場面ーにおける感情;fjaの表 /~U につい
ては、指導に用いた刺激と類似したi劫面につい
て検討を行い、適切にラベリングを行うことが
できることが硝;認された。指導以前にはJ惑情誌
の表出が困難であったことを踏まえると、実際
の場面を弁JIj刺激としても適切な感情認を弁別
することができるようになったと考えられる。
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例目・ 1本(1991) や大木・北福・渡部 (2005)
のように実際場面において感情話を用いた報告
の獲得を自指す指導方法では、活動を何lTIlも行
う必要があるなど指導コストが高いと考えられ
る。そのため、本研究のように、取り組みやす
い見本合わせ手続きを月3いて感情誌を指導し、
その後、実際場01へ移行するという指導手続き
を行うことで、より実際場臨における感情につ
いての報告の指導におけるコストが少ないと考
えられる。
一方で、、今回は、指導，~ft始前には同様の場面
設定でアセスメントをしていないため、指導以
前に実際場面を見本刺激とした感情話選択がで
きていなかったということを証明できなし」し
たがって、動画や文章を用いて行う見本合わせ
手続きが、実際場面での感情語表出を促進する
のか、因果関係を I~j維にすることが今後の課題
である。
また、対象児が絵本をとられたj捺に正しく!惑
情認を選択することができたものの逸脱行動が
生起してしまったことは、自己感情の理解は見
られでも行動部での変化に至らないとする武
蔵・久保田・山田・水内 (2010) の指摘を支持
する結果になったといえる。今後、武蔵ら (2010)
のような自らの感情を理解しコントロールして
いく指導を実施していく必要があると考えられ
る。
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A Case Study: Teaching the Emotional Labeling of the Four 
Situations in a Child with Autism Spectrum Disorder 
Rεien KYO二SawakoKAWAMINAMI**， Youhei MANASE' and Fumiyuki NORO叫牢
lt is known that children with ASD have dif:日cultyin expressing their Own emotion.The present 
study evaluated the availability of using stimulus equivalence procedures to train expressing emotional 
labels approprialely depending on the four situations happiness，sadness，anger，and surprise，for the boy 
with ASD.In addition，we examined whether he could label appropriately in real situations after the 
training.The four materials that included motion pictures and sentences of the situation，photographs of 
expressive faces，and printed emotion words were llsed.Based 011 the pre-iest of the stimullls-
equivalence relationships，the training in selecting the emotional word corresponding to the sentence of 
the situation were implemented.After the training，stimulus-equivalence relationships were evaluated 
again.As a result of the post-test，he could select the motion picture corresponding to the emotional 
word 01・facewithoul direct training. Furthermore，it was possible to express his emotional label in real 
situations.The results were discllssed in terms of the effectiveness about thc stimulus equivalencc 
procedures of learning own emotional word. 
Key words: Autism spectrum disorder， Own emotionラStimulusequivalencc procedures 
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